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　経営活動のグローバル化の進展に伴い、国際市場でビジネス展開を図っている多国籍企業
にとって、進出先国の人材をいかにマネジメントし、グローバルな競争優位を構築するかとい
うことが喫緊の課題となっています。特に、日本企業は進出先国の現地人材、特に経営幹部層
以上のマネジメントに苦戦しているといわれています。国際人的資源管理、タレントマネジメ
ントの視点から、多国籍企業（製造業、サービス業）を対象に研究を重ねています。直近の研究
テーマは、新興国市場における日系多国籍企業のタレントマネジメントです。
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海外子会社が抱えている人材マネジメント上の課題、また、海外派遣者に関わるマネジメン
ト上の課題等について知見を共有し、何らかの解決策を提示できればと願っております。������ ����� ���
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